
【酒巻導水路】 整備方針及び整備イメージ

■整備方針
【水辺に癒しの空間を創出する遊歩道を備えた水路整備】

－水辺空間を有効利用した遊歩道と親水護岸創出－

○遊歩道を備えた水路整備(水辺の有効活用)

水辺空間を有効活用し、ゆったり安全に散策するための遊歩道を備えた水路

整備を検討する。

○緑化スペースの確保

新たな植栽による桜並木等の創出を可能とするため、緑化スペースを確保した

整備を検討する。
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①遊歩道

水路用地を利用し、水辺をゆったり安全に

散策するための遊歩道を設ける。

安全対策として、歩車道境界ブロックを設

置する。

③防護柵

水路への転落を防止するため、防護柵を

設置する。
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②緑化スペース

緑化スペースをポケット的に確保し、

新たな桜等の植栽を可能にする。

　　　　　　　　川はつ　　整備予定
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